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一級建築士第243674号　木村誠司

構造一級建築士第4087号

構造設計担当者

non scale

適

用

条

件

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）１

外リング 内リング
Ｈ

シ

ル

ガ
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溶
接

■溶接方法（突合せ溶接）

図

（角形鋼管仕様）
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５．１

５．２

５．現場施工

４．溶接施工

５．７

５．６

２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５
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コトブキ技研工業株式会社

広　島 TEL 0823-70-0721  FAX 0823-70-0722（角形鋼管仕様）
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定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）
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ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）
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ベースプレートー

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

接

ア

ク
溶

ー

特記以外は元請会社の施工とする。

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

埋
込

長
さ

ｌ

▽
基礎柱型上端

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

3
0

基礎梁上端

２．２

８
８

７ ７

角形鋼管

５５

３ ３

４４

角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

１ １

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

                (Ｆ値

(21・24N/mm2) 以上

                (Ｆ値

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

２

６ ６

２

▽ アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A
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φdｈ ｈ

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許
容

差
誤 －５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

５．３ 基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

５．４

５．５

調整する。レベル調整用ボルトで

１

２

３

４

（○印）

適用
適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

落下防止リブ

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６
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一

覧

表

（

Ｊ
Ｅ

型

（

（

形

管

鋼

角

Ⅱ

（

５

６

８

７

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

１

２

３

４

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

固定用クサビの設置（元請施工）

※（　）はＢＣＰのみ適用

９・（１２）

９・（１２）

工

施

計

設

30N/mm2以下 

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

700×700

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋
備考寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

900×900

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・８・９・１２・１６・１９

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン

カ
ー

長
Ｌ

φＤ２

φＤ１ φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

フレームベース設置：柱中心地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンカー

調整後、フレームベースをホール

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径

孔径φ（３．５Ｃ面取）
孔径φ（３．５Ｃ面取）

4-R4-R
孔径φ（３．５Ｃ（２．５Ｃ）面取）

（2.5CはD51用）

J300-12N 8-D29×660 SD490 165 36×510×510 19×74 12-D22 65,000

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０４－０１

7

9

6

7

標準値

，

，

-2

∞

∞＋

-2

許容差

＋

標準値

2

2

，

，

+1

-2

+1

-2

許容差

35

35

45

45

標準値

＋

-2.5

∞

＋ ∞

-2.5

許容差

，

，

柱部材の適用板厚 ルート間隔Ｇ ルート面Ｒ

（ｍｍ）（ｍｍ）

開先角度α1

（度）

６以上

６以上

突合せ溶接の開先標準

※溶接姿勢は下向きを原則とする

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０８（令和４年１０月２１日付）

J150-12N

J175-12N

J200-09N

J200-12N

J250-09N

J250-12N

J250-16N

J300-09N

J300-16N

J300-19N

J350-12N

J350-16N

J350-19N

J350-22N

J400-12N

J400-16N

J400-19N

J400-22N

J400-25N

J450-16N

J450-19N

J450-22N

J450-25N

J500-19N

J500-22N

J500-25N

J550-19N

J550-22N

J550-25N

●柱材：角形鋼管(Ｆ値 235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

325N/mm2) - STKR490,BCP325,BCP325T,SHC490B・C

（注）１２本アンカーボルトタイプの図は省略

製品記号

t（ｍｍ）

Fc（N/mm2 ）

余
長

基
礎

柱
型

高
さ

Ｈ
80

以
上

●基礎コンクリート：普通コンクリート

●鉄筋：異形鉄筋　SD295(D13,D16) SD345(D19～D25)

・

製品記号

J550-25N

J550-22N

J550-19N

J500-25N

J500-22N

J500-19N

J450-25N

J450-22N

J450-19N

J450-16N

J400-25N

J400-22N

J400-19N

J400-16N

J400-12N

J350-22N

J350-19N

J350-16N

J350-12N

J300-19N

J300-16N

J300-09N

J250-16N

J250-12N

J250-09N

J200-12N

J200-09N

J175-12N

J150-12N

J300-12N

ジャストベース

12本

８本

４本

４本

４本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

タイプ

12本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

４本

４本

４本

４本

55

600

60

60

60 80

80

60 80

75 60 80

75 60 80

80

80

80

8075

85 80

80

8085

ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φ

85 80

80

80

80

80

80

80

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

32 380 55 270

36 430 55 320 60

40 430 320

40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105

コーナー

Ｒ

510 45 65 290 52

材質

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

TMCP325B

●ベースプレートの溶接：別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨製作工場にて溶接を行う。

●柱脚の選定：別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工：別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

【アンカーボルト４本タイプ】 【アンカーボルト８本タイプ】

※設計基準強度(Fc)は21N/mm2(一部製品は24N/mm2)以上

30N/mm2以下の範囲です。

溶接

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」による。

本数-呼径×L

基礎柱型Ｂ×Ｄ

B×D（標準寸法）B×D（最大寸法）

備考

（但し、J300-12Nを除きます）柱脚構成部材、基礎柱型の形状・寸法・配筋仕様、及び柱脚の性能（曲げ耐力・せん断耐力・回転剛性等）が全て同一の製品です。

※本設計施工標準図に記載のジャストベース（JEⅡ型）角形鋼管仕様の製品は、BCJ評定-ST0153-07（平成30年11月16日付）に規定する製品記号の末尾が「Ｋ」の製品と

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

Ｓ-０６
ｺﾝﾃﾅ置場_ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ(JEⅡ型)柱脚工法設計施工標準図

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

令和７年４月 Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

一級建築士　　　　　第３７８８４９号
中田　智之

参考図
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図面名

工事名

課　長

課　長

主　幹

主　幹 課長補佐

課長補佐 副主査

副主査 課　員

課　員 担当者

担当者 承認 検図 製図

縮
尺

 Ｎｏ．

一級建築士第243674号　木村誠司

構造一級建築士第4087号

構造設計担当者

non scale

－既製コンクリート杭の杭頭接合技術－ （一財）日本建築センターによる建設技術審査証明（２０２０年度版）　ＢＣＪ－審査証明－７

パイルスタッド工法研究会

１．パイルスタッド工法概要

パイルスタッド工法は、溶接性に優れた異形棒鋼ＫＳＷ４９０を杭頭端板に直接スタッド溶接する

ことにより、抗体に悪影響を及ぼすことがなく、抗体と基礎スラブとを接合する技術である。

２．使用材料

１　パイルスタッド　（スタッド溶接専用異形棒鋼） ２　フェルール

溶接前全長　Ｌ

切削部長さ　Ｓ

溶け代　Ｗ呼び長さ　Ｌ 　（標準：４０ｄ）

ｄ

公
称

直
径

ｄ
１

切
削部

径

　　　ＫＳＷ４９０（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　ＳＤ３４５）

スタッド鉄筋

ｄ（呼び径）×Ｌ （呼び長さ）

基礎スラブ下面

１
０

０

サイズ

パイルスタッドおよびフェルールの種類　　（括弧内の寸法は、標準の呼び長さ４０ｄの場合）

溶接装置の設置・設備容量の確認

溶接材料の確認

溶接条件の設定

＜条件確認試験＞

外観及び仕上り高さ検査・３０度曲げ試験

溶接位置のマ－キング

端部鋼板溶接面の清掃

アースケーブルの取付け

本施工開始

＜施工中の点検＞

１　カラーの不整・欠損

＜製品検査＞

・外観、仕上り高さ検査（全数）

施工管理記録の作成・提出

施工現場の清掃

施工完了

補正

及び

打直し・傾き及び１５度曲げ検査　（２本／１ロット）

　　　セラミック製の溶接補助材

溶接前

溶接後

杭中空部は、基礎スラブ下面と

同一レベルまでソイル等を除去する。

スタッド溶接

端板

既製杭

　（ＰＨＣ杭・ＰＲＣ杭）

３．杭頭接合仕様

４．杭頭接合構造図 ６．パイルスタッド工法　標準施工フロー　　　　　　　　　　　　

　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書の「施工要領」による）

２　磁気吹き（ア－クブロ－）

３　端部鋼板溶接面の清掃など

※　スタッドメーカーとフェルールの組合せは限定しない

パイルスタッド（ＫＳＷ４９０）の化学成分および機械的性質

注：施工は、（一社）スタッド協会主催の「スタッド溶接技術検定試験」

　　における専門級取得者で、かつ、パイルスタッド工法研究会発行の

　　「パイルスタッド工法溶接技術講習会受講者証」を授与された者が行う。

７．製品検査規定

８．パイルスタッドの配筋規定

　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録の「配置計画」による）

１）　フェルール外殻が端板の開先やＰＣ鋼材孔と重ならない位置に溶接する。

２）　ＰＣ鋼材径と同心円上の位置への配筋を基本とする。（同心円配筋）

３）　同心円配筋ができない程ＰＣ鋼材間が狭隘な場合、フェルールをＰＣ鋼材孔の

　　　同心円上の外側、内側と交互に配筋する。（千鳥配筋）

４）　杭当たりの配筋本数は、６本以上かつＰＣ鋼材本数以下を原則とする。

５）　ＰＣ鋼材孔間に２本以上配筋しないことを原則とする。

６）　パイルスタッドのあきは、基礎スラブコンクリート粗骨材最大寸法の１．２５倍

　　　以上かつパイルスタッド公称直径の１．５倍以上とする。

株式会社大谷工業

岡部株式会社

日本スタッドウェルディング株式会社

Ｖｅｒ．２０２００９１７

頻度 検査項目 検査方法 判定基準

全数検査

抜取検査

外観検査

仕上り高さ

傾き検査

曲げ検査

目視

ゲージ等による

ゲージ等による

パイプ曲げ等による

カラーが軸部全周に包囲して、アンダーカットの無いこと

設計寸法－０ｍｍ～＋４ｍｍ

θ≦５゜

溶接部に割れなどの欠陥が生じないこと

注１　鉄筋サイズ変更時は、算出式により求められた必要鉄筋量を

　　　下回らないように注意する。

注２　端板開先無しの指示および端板厚変更等、杭の仕様変更は必

　　　ず事前にパイルメーカーに確認した上で、変更可能な場合は

　　　設計図書に特記事項として記載すること。

５．設計に関する考え方の一例

下図設計手順例は、適用にあたっての一つの参考例であり、構造設計者の考え方に基づく

適切な設計法により杭頭接合鉄筋量を算出することが望ましい。

詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録による。

設計手順例

防錆処理・アンボンドキャップ装着　　※パイルスタッド工法（アンボンド）のみ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

定
着

長
さ
　
≧
　
４
０

ｄ

対処例

・杭径，杭種（杭製造メーカー）　

・設計用短期応力度　　　　　　

杭頭部応力度の決定

基礎スラブのコンクリート強度

曲げモーメント

軸力

（鉄筋量算出式に基づく）

項目

≦ＰＣ鋼材本数？

ＹＥＳ

ＮＯ ＮＯ

ＹＥＳ

パイルスタッド

サイズアップ

ＮＯ ＮＯ

ＹＥＳＹＥＳ

≧鉄筋引張荷重？

ＮＯ ＮＯ

ＹＥＳＹＥＳ

同心円配筋

千鳥配筋

ＰＣ鋼材定着孔
溶接開先

タップ孔

パイルスタッド
フェルール外殻

適切な配筋例 不適切な配筋例

全鉄筋の内側配筋 溶接不可能な配筋

ＰＣ鋼材間の複数配筋

・杭頭部応力度の再検討　

または

・パイルスタッド適用不可

端板の

開先無しの指示

端板厚の変更

（端板耐力≧鉄筋引張荷重となること）

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ１３×Ｌ０（　５２０）

呼び名

Ｄ１６×Ｌ０（　６４０）

Ｄ１９×Ｌ０（　７６０）

Ｄ２２×Ｌ０（　８８０）

各部寸法

Ｄ２５ Ｄ２５×Ｌ０（１０００）

ｄ１

１３．０

１６．０

１９．１

２２．２

２５．４

Ｌ Ｗ Ｓ

Ｌ０＋６（　５２６）

Ｌ０＋６（　６４６）

Ｌ０＋７（　７６７）

Ｌ０＋７（　８８７）

Ｌ０＋９（１００９）

２～６

２～６

３～７

３～７

５～９

１８

２０

２８

３０

３７

適用フェルール
＊

Ａ－１３

岡部（株） （株）大谷工業

Ａ－１６

Ａ－１９

Ａ－２２

Ａ－２５

Ｄ－１３

Ｄ－１６

Ｄ－１９

Ｄ－２２

Ｄ－２５

１００－１０１－１１４

１００－１０１－０１２

１００－１０１－１５２

１００－１０１－１４０

１００－１０１－０４５

日本スタッドウェルディング（株）

化学成分　（％） 機械的性質

Ｃ Ｓｉ Ｍｎ Ｐ Ｓ Ｃ＋Ｍｎ／６

０．１５

～０．３５

０．３０

～０．９０
０．０３５以下 ０．０３５以下 ０．３５以下

降伏点

（Ｎ／ｍｍ ）

引張強さ

）

伸び

（％）

３４５

～４４０
４９０以上 ２０以上０．２０以下

２ （Ｎ／ｍｍ
２

杭仕様

杭種

備考

パイルスタッド仕様

呼び長さ 本／１杭鉄筋径杭本数

０

０

　　　また、パイルスタッド中心とＰＣ鋼材中心は２０ｍｍ程度離す。

杭径

6φ350 P1　PHC杭　C種 6 D13 520

パイルスタッド工法　設計・施工　標準図

岡山市市場事業部

Ｓ-０７
ｺﾝﾃﾅ置場_ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ工法　設計・施工標準図

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

令和７年４月 Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

一級建築士　　　　　第３７８８４９号
中田　智之

開　始

パイルスタッドの仕様仮決定

パイルスタッド本数 スタッド径は

Ｄ２５？

パイルスタッド

サイズダウン

端板の

開先無し可？
同心円配筋または

千鳥配筋が可能？

パイルスタッド

サイズダウン
端板厚変更可？

端板耐力

終　了

参考図









岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

コンテナ置場
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ゴミ集積場
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Ｎ
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OPEN

X 1 X 3X 2

外壁：角波サイディング縦張り t-0.6

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ-0.8　折版葺き（166ハゼ）

OPEN OPEN

ゴミ集積場
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既設キュービクル

以降別図参照( E-04)

直付型４０形　　防湿型・防雨型

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

LSS1MP/RP-4-64

CE5. 5sq-3C( FEP30)

CE5. 5sq-3C( 既設FEP50)

MCCB2P50AF30ATx1組 込

手元開閉器 ELCB2P30AF20ATｘ1　参考型番　BEDS20317

名 称 ・ 適 用記　号

LED照明器具

防水スイッチ　3Wｘ1　(角形露出ボックス)

プルボックス PBSS150x150x150WP.SUS

【機器　凡例】

本図で配管、配線サイズ記入なきは、下記による。 ｲﾝﾍﾟｲ部

保護管

露出部/屋外

【凡例】

(PF22)「配管配線凡例」

天井・壁隠蔽配管配線

床隠蔽配管配線

天井内コロガシ配線

露出配管配線

( Z 2 2 )EEF1.6-3C

(PF22) ( Z 2 2 )EEF1.6-2Cｘ2

(PF22) ( Z 2 2 )監視カメラ用空配管 導入線1.2mm

監視カ メ ラ 用( FEP30)

2
F
3

参考型番 ＢＥＤＳ２０３１７

8 7 . 2

5

1 3 0

2
2
0

92
5 0

63

2
6
.
5

( 3 0 0 ) ９０（取付ピッチ）

1 6 1
1 4 7

?8

１
２
６
（

取
付
ピ
ッ

チ
）

65

５－?５．２取付穴

施錠用穴 電源表示ランプ

アース端子（別売）取付部

２－?２１ノックアウト
　　?２８ノックアウト

小形漏電ブレーカ　ＡＢ型

B

3

角形露出ボックス　一方出(Z22)

GL- 30 0

掘削断面図　S＝NS

20 02 00

4 0

3
9
0

3
0
0

1
5
0

埋設ｼｰﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

FEP3 0

▼ GL

保護砂

5
0

4 4 0

良質土

4
0

EEF2.0-3C (PF22) ( Z 2 2 )

防水スイッチ
防水スイッチ

照明器具 照明器具

防水スイッチ

プルボックス

プルボックス

丸ボックス丸ボックス
丸ボックス

丸ボックス

角ボックス

角ボックス

角ボックス

照明器具 照明器具

(建築工事)

(建築工事)

＊掘削断面図参照

貫通処理

既設ハンドホール

地中埋設標(コンクリート製)

CE5. 5sq-3C( Z22)

F3

F4

2F3 丸型露出ボックス二方出・三方出(Z22)

配線用遮断器　MCCB2P50AF30ATｘ1　キュービクル組込

S=1/100南側立面図

　ケースブレーカ防雨形　Ｅ型

製図検図承認

縮
尺

担当者

担当者

課　長

課　長 主　幹

主　幹

課長補佐

課長補佐

副主査

副主査

課　員

課　員

設
 
備

建
 
築

図面名

工事名

岡山市市場事業部 Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

 Ｎｏ．

A1:1/100

A3:1/200

令和７年４月

Ｅ－０２
コンテナ置場電灯・監視カメラ設備平面図

一級建築士　　　　　第３７８８４９号

中田　智之

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

1,000



駐車場

隣
地

境
界

線
（

29
6
,1

23
）

水産冷蔵庫棟

Ｎ

HU B

既設水産部監視カメラ設備盤

以降別図参照

既設盤接続

　 φ　 (FEP30)監視カメ ラ

　φ　 (Z22)監視カメ ラ

　φ　 (Z22)監視カメ ラ

　φ　 (Z22)監視カメ ラ

　φ　 (Z22)監視カメ ラ

　φ　 (Z22)監視カメ ラ

　φ　 (Z22)監視カメラ

　φ　 (Z22)監視カメラ

ゴミ集積場

既設接続盤

名称・適用記　号

プルボックス PBSS200x200x200WP.SUS

【機器　凡例】

本図で配管、配線サイズ記入なきは、下記による。 ｲﾝﾍﾟｲ部

保護管

露出部/屋外

【凡例】

(PF22)

「配管配線凡例」

天井・壁隠蔽配管配線

床隠蔽配管配線

天井内コロガシ配線

露出配管配線

(Z22)監視カメラ用空配管 導入線1.2mm

H UB

駐車場平面図　　1/200

GL-600

掘削Ａ断面

掘削Ｂ断面

2 002 0 0

2 0 020 0

4 0

4 0

6
9
0

6
0
0

5
0
0

2
5
0

1
5
0

5
7
4

6
0
0

3
0
0

6
9
0

埋設ｼｰﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

良質土

FEP3 0

FEP3 0

アスファルト舗装

▼ GL

▼ GL

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

掘削断面図　S＝NS

保護砂

保護砂

5
0

5
0

4 4 0

4 40

埋設ｼｰﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

良質土

4
0

4
0

掘削断面Ａ

掘削断面B

＊掘削残土・ 撤去アスフ ァ ルト処分及びアスフ ァ ルト舗装復旧は、 建築工事と する。

舗装撤去は 電気工事

舗装処分・ 補修は建築工事

HU B

H UB 新設屋外型HUB収納箱 参考型番THR30-77TDC-F

X 1 X 2 X 3
20,000

Y 1

Y 2

5
,0

00

駐車場

埋設標示柱(コンクリート製)

製図検図承認

縮
尺

担当者

担当者

課　長

課　長 主　幹

主　幹

課長補佐

課長補佐

副主査

副主査

課　員

課　員

設
 
備

建
 
築

図面名

工事名

岡山市市場事業部 Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

 Ｎｏ．

A1:1/200

A3:1/400

令和７年４月

Ｅ－０３
コンテナ置場監視カメラ設備平面図

一級建築士　　　　　第３７８８４９号

中田　智之

岡 山 市 中 央 卸 売 市 場 コ ン テ ナ 置 場 新 築 工 事

ハンドホール　H1-9-R25K-60

ハンドホールH1-9-R25K-60



製図検図承認

縮
尺

担当者

担当者

課　長

課　長 主　幹

主　幹

課長補佐

課長補佐

副主査

副主査

課　員

課　員

設 

備

建 

築

図面名

工事名

岡山市市場事業部

 Ｎｏ．

Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

一級建築士　　　　　第３７８８４９号
中田　智之

Ｍ-０１

本管

絶縁継手

絶縁継手

メータ

Ｍ

ガス栓

マグネシウム陽極

３
．
０
ｍ

岡山市建築設備工事（機械）仕様書

Ⅰ　工　事　概　要

建　物　名　称 階　　数構　　　　造 消防法令別表１ 備　　考延べ面積（㎡）

１　工　事　場　所

２　建　物　概　要

（○印のついたものを適用する）３　工　事　種　目

建物別
工事種目

工　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

建　　　　　　　　　　物

・　衛生器具設備

・　給水設備

・　排水設備

・　給湯設備

・　ろ過循環設備

・　消火設備

・　ガス設備

・　空気調和設備

・　冷暖房設備

・　換気設備

・　自動制御設備

・　厨房器具設備

・　構内敷均し　　　　　・　構内の指示ある場所に堆積

４　流し類下部の排水露出管は保温を施さない。

適用
項　　目 特　　記　　事　　項

機             材

５　

７　埋設フレキシブル継手にはペトロラタム系防食テープを1/2重ね1回巻きの上、プラスチックテープ

を1/2重ね1巻きとする。

保温を施す屋外露出配管の支持部は全て防温性能を有する合成樹脂製支持台（丸形）によること。

また、支持バンドは原則としてラッキングの上より支持を施す。

６　コンクリート埋設の鋼管類にはプラスチックテープ（JISZ1901　厚さ0.4mm）1/2重ね2回巻きとする。

１　　共通仕様

２　　特記仕様

1)　　適用項目番号に○印のついたものを適用する。

2)　　特記事項のうち選択する事項は○印のついたものを適用する。ただし○印のない場合は※印を適用する。

Ⅱ　工　事　仕　様

　岡山市公共建築課機器材料等指定名簿に規定するものとし、同等品とする場合は監督員の承諾を受

　ける。図示する品番・寸法・姿図及び形状は参考であり、製品及び製造所を指定するものではない。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

亜鉛鍍面の下地処理はエッチングプライマ塗りとする。亜鉛鍍面下地処理16

17 防　振　継　手 ・　鋼製フランジ付ベローズ形（接液部SUS304）　　　　　※　合成ゴム製

・　ポリテトラフルオロエチレン製(3山)

※　鋼製フランジ付ベローズ形（接液部SUS304）　　　　　・　合成ゴム製フレキシブルジョイント18

19 は つ り 工 事

イ）鉄筋コンクリート部の貫通箇所及び開口部の補強、その他天井のボード切込み及び下地の補強は

工事の施工に伴い既成部分を汚染または損傷した場合は、既成にならい補修をする。

既存のコンクリート床・壁等の貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

他工事との取合い

補　修　な　ど20

21

・　本工事　　　　※　別途工事

※　本工事　　　　・　別途工事

※　本工事　　　　・　別途工事ハ）機器付属の制御盤及び操作盤以降の配管、配線は

ニ）別途盤類への渡り配線の接続は

ホ）機器のコンクリート基礎

・　本工事　　　　※　別途工事

・　本工事　　　　※　別途工事屋上設置のもの

屋内設置のもの

屋外設置のもの

・　本工事　　　　※　別途工事

・　本工事　　　　※　別途工事

ヘ）自動制御の電線管は

ト）自動制御の電線の配線は

チ）自動制御盤と自動制御機器との配線の接続は

・　本工事　　　　・　別途工事

・　本工事　　　　・　別途工事

※　本工事　　　　・　別途工事

配　管　表　示 配管機器等は監督員の指示する箇所に文字矢印を記入し、弁にはプラスチック札を取付けること。札の

文字等は彫り込みとし、SUSチェーンにて取付けのこと。

22

イ）管周囲の保護　　　　　※　山砂の類　　　　　　　　　・　根切土の中の良質土土中埋設配管周囲の保護

砂及び埋め戻し土・盛土

23

ロ）埋戻し土・盛土　　　　※　根切土の中の良質土　　　　・　山砂の類

埋　設　表　示24

②　中間圧・中圧埋設配管の場合は埋設延長にかかわらず絶縁継手とマグネシウム陽極を取り付ける

③　その他埋設配管場所が酸性の強い土壌、腐蝕性の強い薬品を扱う工場敷地及びその周辺、湿地帯、

海水の影響を受ける場所、鉱さい等による埋立地等、特に腐蝕性が強いと判断される場所の場合は、

防食措置を別途検討する。

設計用温湿度条件１

（温湿度調整目標値）

ド レ ン 管

冷水・温水・冷温水管

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

２

３ ・硬質ポリ塩化ビニル管（VP） ・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発砲三層管（RF-VP）　　

13

12

11

10

９

７

６

８

５

４

３ ガ ス メ ー タ

ガスメータの取付

緊急遮断弁の取付

供給ガスの種類

管２

１

消 火 ポ ン プ

フレキシブルジョイント

保　　　　　温

消　火　栓　弁

消火栓弁の耐圧

屋内消火栓箱１

２

３

４

５

６

保　　　　　温

弁　　　　　類

循　環　配　管

ポンプ廻り配管

ろ　過　装　置１

２

３

４

５

５

４

３

２

１ 管　　　　　　類

弁　　　　　　類

膨張水槽の保温

ライニング鋼管管端処理

給湯用簡易ボイラ

排水処理先

プール排水管

グリーストラップ

マンホール鎖

共 栓 鎖

ます

排水トラップ

屋　外　排　水　管

通　　　気　　　管

屋 内 雑 排 水 管

屋　内　汚　水　管１

４

３

２

５

６

７

８

９

11

10

ライニング鋼管接続 100Ａ以上の接続 ※　ねじ込み接合

イ）公営水道に直結する配管に使用するものはJIS又はJV 10Kとする。弁　　　　　　類

４

５

ロ）高置水槽以降の配管に使用するものはJIS又はJV 5Kとする。ただし、揚水ポンプに使用するもの及び

特記部分はJIS又はJV 10Kとする。

ハ）65Ａ以上の鋳鉄製仕切弁、鋳鉄製逆止弁は、ライニング弁とする。50Ａ以下の仕切弁、

青銅製逆止弁は管端コア付バルブとする。

節水機構とする。

温水洗浄便座は、次の機能を有するほか、JIS A 4422(温水洗浄便座)によるものとする。５

４

３

２

１ 大便器・小便器

洗浄用タンク

洗浄用タンク固定金物

大便器用洗浄弁

温水洗浄便座

・　標準仕様書による

また、図示する形状及び配管などの取出し位置により、特定製造業者の製品を指示、限定しない。

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断基準，配慮事項を満たすものとする。

・　給水引込負担金　　　（　※　別途　　・　本工事）

イ）電動機出力、燃料消費量等は、原則として表示された値以下とする。

ロ）機器類の能力、容量等は原則として表示された値以上とする。

ハ）可とう電線管は第２種金属可とう電線管とする。

裸管の内見えがかり部（戸棚等の内部を含む）は全て塗装を施すこと。（電線管含む）

電気容量及び機器表示

機器付属の制御盤

負　　　担　　　金

電　線 ・ 電　線　管

塗　　　　　　装

保　　　　　　温

・　排煙ダクト

・　空調設備配管、ダクト

・　ガス引込負担金　　　（　※　別途　　・　本工事）

ハ）屋内露出（　・　機械室　　・　書庫　　・　倉庫）の配管、ダクトの保温は屋内露出

・　消火管

・　蒸気管

・　給湯管、鋼板製水槽、貯湯槽等

・　排気筒、煙突、煙導

・　運転ブロック図に適合するものとする。

塗装業者は、　※　監督員の承諾する業者　　　　・　日本塗装工業会会員

ロ）特記なき電線管は薄鋼電線管又は監督員の承諾を得た場合は同一外径のねじなし電線管とす

ることができる。

・　ボイラ及び冷温水機等の付属盤の始動スイッチ二次側に、煤煙濃度計用電源端子を設ける。

・　排気筒

標準仕様書によるほか下記による。

　　(床下、屋外露出、暗渠内はポリスチレンフォームとする。)

（一般居室、廊下）に読み替える。

ニ）屋外設置機器の外装仕上げは（・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・　溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鋼板）とする。

ホ）屋外（多湿箇所）配管の外装仕上げは（・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・　溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鋼板）とする。

イ）特記なき電線は６００Ｖ耐燃性ポリエチレン絶縁電線とする。

14

13

12

11

10

９

８ 説　　　明　　　板

装置などの取り扱い要領を記載した説明板を作成し、指示する箇所に取付ける。

主任技術者等の資格

工事用電力、水、その他

２

３

４

５

６

７

（埋設配管は23による）

技 能 士 の 適 用

工 事 用 仮 設 物

土　　　工　　　事  

発　生　材　の　処　理

イ）埋め戻し土は　　・　山砂の類　　・　根切り土の中の良質土

・ 配管施工（建築配管作業） ・ 熱絶縁施工　・ 冷凍空気調和機器施工　・ 建築板金技能士

ロ）残土処分は　　　　　　※　構外に搬出し適切に処理 ※　As,Coは適法に処理すること

※　資格の区分　Ⅰ(1級管工事施工管理技士)，Ⅱ(2級管工事施工管理技士)　 ・ 適用しない

引渡しを要するもの　　　　※　なし  ・　あり（　・　機器類　　・　配管材料　　・　　　）

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きの費用はすべて受注者の負担とする。

※　別契約の関係受注者の定置する足場、さん橋の類は無償で使用できる。

監督員と協議のうえ、設備機器類（ボイラ、冷凍機、各種ポンプ、空気調和機など）及び一連の

ロ）ポンプの防振基礎（防振ゴム使用の場合）の絶縁効率は　　　％とする。

イ）送風機の防振基礎（防振ゴム使用の場合）の絶縁効率は　　　％とする。

を予備品（枠付）として納める。　最低１枚とする。

ロ）ファンコイルユニットは機種毎に30％以上、また、空冷ヒートポンプ室内用は100%に当たるフィルタ

ただし、自動巻取形の場合は100％とする。

イ）空気調和機又はフィルタチャンバ装着枚数の50％以上を予備品（枠付）として納める。

取付高さは　　　　※　1,300mm　　　　　　・　　　　mm

中央機械室の冷却水管・冷温水管等の吊り及び支持は、防振吊り金物又は防振支持金物で行う。

空気抜き弁装置を設ける。　　　　　※　手動　　　　　　・　自動

ロ）自動空気抜き弁にはストレーナを取り付ける。

イ）空気溜りを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容易な位置に

機器付属以外の温度計は　※　円形のバイメタル式（100Φ以上）　　・　ブルドン管式

・　冷温水管寄せ（往）及び冷温水管寄せの各還り管

・　空気調和機廻りの還気風道、外気風道及び給気風道

・　温水ボイラの温水管入口部

標準仕様書及び図示の箇所のほか、下記の箇所に取付ける。

形式はピトー管式（コック付）とする。取付は図示による。

ハ）吹出口以外の内貼したチャンバには点検口（450×500）を取付ける。

ロ）内貼チャンバ類の寸法表示は、外形寸法とする。

イ）シーリングディフューザ形吹出口接続チャンバ及び図示したダクト並びにチャンバ類とする。

ロ）外壁に面するガラリにチャンバ等を設ける場合には原則として排水を設ける。

電気式防煙ダンパ動作用電圧、電流はDC24V、0.6A以下とする。

ダンパ復帰機構は、　※　遠隔式　　　　・　手元式

風 量 測 定 口

吹出口チャンバ

消 音 内 貼 り

温　　度　　計

18 冷温水管の空気抜き

防振吊り金物及び

　　　　　防振支持金物

温度調節器・湿度調節器

エアフィルタの予備品21

20

19

ネック径が200Φ以下　400×400×250H

取付位置は図示による。材質はアルミニウム製とする。

イ）シーリングディフューザ形吹出口には、下記のチャンバを設ける。

ネック径が200Φを越えるもの 500×500×300H

防煙ダンパは、　　　※　電気式　　　　・　空気式

ハ）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後150mmを1.6mm厚鋼板製とする。

ロ）矩形ダクトは、　　　　・　アングル工法　　　　　・　コーナーボルト工法

イ）低速ダクトとする。

※　アルミニウム製　（　※　着色する　　・　着色しない）

ダ　　ク　　ト

防煙・防火ダンパ

吹出口・吸込口10

11

12

13

14

16

15

グリスフィルタの予備品

防　振　基　礎23

22

冷媒配管の保温カバー24

17

枠及びスリットの材質は

ヘ）ドレンパンは　　・　ＳＵＳ製　　　　・　鋼板製　　　　・　合成樹脂製

ホ）遠方操作スイッチのプレートは金属製とする。

ニ）遠方操作スイッチの渡り配線　　　　　※　本工事　　　　・　別途工事

ハ）遠方操作スイッチの渡り配管　　　　　・　本工事　　　　・　別途工事

ロ）・　定流量弁（　・　ダイヤフラム式流量可変式　　　　　・　カートリッジオリフィス形）取付

イ）・　流量調整弁を取付

※　断熱材被覆銅管（標準仕様書による）　　　　・　機器の標準品（保温共）

ファンコイルユニット９

８ 弁　　　　　類

冷　媒　配　管

・　配管用炭素鋼鋼管（黒管）油　　　　　管

膨張・空気抜き・補給水管５

６

７

冷 却 水 管４ ※　塩化ビニルライニング鋼管        （　・　SGP-VB　　　　・　SGP-FVB　）

JIS又はJV 5K とする。ただし、特記部分は 10K とする。

・　結露防止層付硬質塩化ビニル管　　　　・　硬質ポリ塩化ビニル管(カラーVP)

６ 定　流　量　弁

水槽周り可とう継手７

８ 埋　設　深　度

合成ゴム製（２山以上）

岡山市水道給水装置施工基準に適合する他図示による

９

11

10

12

ボンベ周りの配管

プロパン庫警戒標識

ボンベ転倒防止

管の地中埋設深さ

沈下対策措置

供給方式

※　防露形陶器製とする。　　　　　　　　　　・　設計図による。

※　フタ固定金物付とする。　　　　　　　　　・　設計図による。

陶製又はプラスチック製の注意板の取付けは　　※　設計図による。　　・　取付ける。

取付ける。

・　塩化ビニル被覆鋼管

・　ポリエチレン被覆鋼管             ・　ガス用ポリエチレン管

※　メータはガス供給業者より借用、子メータは買取りとする。

・　本工事に含む　　　　　　　・　その他

※　本工事に含む　　　　　　　・　その他

（・マイコンメータ　　　　　　・その他）

ロ）地中配管（土間を含む）

・　配管用炭素鋼鋼管　（　・白管　　 ・黒管　）

・　ポリエチレン被覆鋼管             ・　ガス用ステンレス鋼フレキシブル管

イ）一般配管用

・　液化石油ガス　（　発熱量　100.47MJ/m3　）

・２号消火栓　（　・　ドラム式　　・　リール式　　・　その他　）　※　広範囲型２号消火栓

減圧機構付消火栓弁を　　　　※　取付ける　　　　・　取付けない

最大使用圧力とする。

イ）配管の保温は　　　　　　・　施工する　　　　※　施工しない

ハ）充水槽の保温は　　　　　・　施工する　　　　※　施工しない

※　鋼製フランジ付ベローズ形（接液部SUS304）

(屋外露出の保温種別は　e2・(ハ)・Ⅶ　による）

ロ）呼水槽の保温は　　　　　・　施工する　　　　※　施工しない

能力　　　　　　　・　60ｍ3/ｈ　　　　・　100ｍ3/ｈ

給水設備による。

圧力計　　　　　　・　付ける　　　　　・　付けない

可とう継手　　　　・　付ける　　　　　・　付けない

給水設備による。

プールサイド下部は　　　　　・　屋外露出仕様　　　・　床下暗渠仕様

プールサイド下部の室内は　　・　屋外露出仕様　　　・　機械室･倉庫仕様　　　・　床下暗渠仕様

ＳＵＳ製コア内蔵継手（100Ａ以上防蝕コア）

ガスバーナはガンタイプとする。

※　施工する　　　　　　　　　・　施工しない

・　耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　・　内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　・　その他

・　便槽付属品              　　  ・　排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管　　　・　耐火二層管

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）  ・　排水用硬質塩化ビニルライニング管      ・　その他

・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）  ・　排水用硬質塩化ビニルライニング管      ・　その他

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）  　　・　排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管　　　・　耐火二層管

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　・　その他

ワン材質　　　　　　　　　（　・　樹脂コーティング　　　・　樹脂製　　　・　標準品）

※　岡山市標準施工図　　　　　・　塩化ビニル製ます　　　・　樹脂製ます

ＳＵＳ製残菜カゴを　　　　　　・　取付けない　　　　　　　　　※　取付ける

ＳＵＳ製鎖とする

ＳＵＳ製鎖とする

露出部は塗装仕上げとし保温しない

JIS又はJV 5Kとする。ただし、特記部分は 10K とする。

※　岡山市標準施工図による　　　　 　・  公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）施工73(b)

指定の箇所に取付ける

※　自動切替式

※　伸縮継手　　　　・　溶接配管　　　　・　機械的接合　　　　・　継手の組合せ

・　一般　300mm以上　　　　・　車両通路　600mm以上　　　　・　1,200mm以上

・　ボンベ　　　　　　　　　　・　バルクタンク

・　既製コンクリートます　　　・　その他

・　都市ガス　（　※　13A　発熱量　46MJ/m3　　）

・　公共下水道（ ・ 分流式　・ 合流式　）　・　合併浄化槽（ ・ 新設  ・ 既設　）　・　その他

・　耐衝撃性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送管）　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）　　・ その他　　

※　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＵ）　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ｶﾗｰＶＰ）

監督員の指示による。陶　器　の　色６

親メータは水道事業者からの借用、子メータは買取りとする。

※　水道事業者の指定品とする。 ・　その他

ハ）地中配管用

ロ）土間配管、コンクリート壁中

量　　水　　器

管　　　　　類３

２

１

・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管

下記のものは本仕様による。

・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管 ・　その他

　※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VD）　 　 ・水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・HIVP）

ニ）ピット配管用

ニ）埋設箇所は埋設用バルブとする。

ロ）保温材質は下記による。

・　給排水、通気、ろ過循環　　　　（・　ポリスチレンフォーム　　・　グラスウール）

（・　ロックウール　　・　グラスウール）

（・　グラスウール　　・　ポリスチレンフォーム）

ロ）コンクリート壁、床及び梁等における設備機器、風道、配管等の箱入れ及び貫通スリーブ部は

ス　リ　ー　ブ31

ロ）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１/２とする。

・　その他これらに類する機器

・　火災、水害、避難の障害等の二次災害を引き起こすおそれのある設備機器

・　避難、消火等の防災機能を果たす設備機器

・　危険物を貯蔵又は使用する施設において、危険物による被害を防止するための設備機器

・　災害応急対策活動に必要な施設等において、施設目的に応じた活動を行うために必要な設備機器

・　上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建

重要機器は、次のいずれかに該当するものをいう。また一般機器とは重要機器以外をいう。

中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

・１号消火栓　　　　　　（　※　国土交通省仕様　　　・　その他　）

・易操作性１号消火栓　　（　※　国土交通省仕様　　　・　その他　）

※　ユニット型　制御盤はユニット組込みとする。　　　※　日本消防設備安全センター認定品とする。

７ イ）一般配管用         ※　配管用炭素鋼鋼管（白管）        ・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白管）管　　　　　類

ロ）土中配管用（土間を含む）　　※　外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（白管）

備考

２　水槽類は特記のある場合のみ保温を行う。

３　建築基準法施行令第129条の2の5第1項第7号に該当する防火区画などを貫通する給排水管

１　屋内露出及び機械室、倉庫、書庫の配管にはバンド・菊座を取付けること。

ヘ）ﾋﾟｯﾄ内配管の外装仕上げは（・　着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　　・　保温なし）とする。

ト）保温厚さを標準仕様書以上とする場合には特記する。

（※　グラスウール）

（※　ロックウール）

（※　ロックウール）

（※　グラスウール）

（※　ロックウール）

イ）保温の種別、材料、施工順序及び厚さは標準仕様書による。

・　インバータ用の制御及び操作盤は、仕様書を（　※　適用する。　　・　適用しない。）

・　接点及び端子は、仕様書を（　※　適用する。　　・　適用しない。）

瞬 間 流 量 計

※　100％に当たる予備品を納める。　　　　 ・　納めない。

イ) 屋内露出部の保温化粧カバーは （・　樹脂製　　　・　ｶﾗｰ亜鉛鉄板　　　・　その他）とする。

・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管（※ 拡管式　　・ 溶接接合　　・ その他）　・　銅管M形　（ ・ 保温付　・ 保温なし）

・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管

イ）一般配管用

ダクト、配管等にあっては、標準仕様書の振れ止めの他必要な箇所に施工する。

※　施工等で道路を使用する際は道路使用許可等の手続きを行うこと道路使用

振　れ　止　め32

33

※　亜鉛鉄板　　　※　つば付鋼管（水密部）　　・　紙　　　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（VU）

・　止水リング（　・　無機物材質：水密部　　・　有機物材質：水密部以外）

・　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　　　・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管　　　　・　高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)

・　ステンレス鋼鋼管　　　　・　高性能ポリエチレン管(HPPE)

※　配管用炭素鋼鋼管（白管）　　　　・　高性能ポリエチレン管(HPPE)

・　消火用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)　　　　・　その他

エアコン本体は将来工事の為、スリーブ(樹脂製キャップ付き)のみ今回工事とする。

25

ス　リ　ー　ブ26

イ）全熱交換機の　(・　給気ダクト　　　　 ・　排気ダクト　)　は保温する。

ロ）還りダクトは保温                                   ・　する。　　　　　・　しない。

ハ）ポンプは保温                                       ・　する。　　　　　・　しない。

ニ）ポンプ回りの防振継手、フレキシブル継手は保温       ・　する。　　　　　・　しない。

ホ）換気ダクト（・　給気ダクト　　　・　排気ダクト）は保温する。

保　　　　　温

ロ) 屋外露出部は　(・　ステンレス鋼板　 ・　樹脂製化粧カバー　　・　溶融アルミニウム亜鉛鉄板

　　　　　　 　　　・　その他)

27 冷 媒 等 の 処 理

令和４年版（以下「標準仕様書」という）及び公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）令和４年版及び

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）令和４年版による。

量　水　器　桝

・　水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・HIVP）　　 ・　水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)

　※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（・SGP-VB　・SGP-VD　・SGP-VA）　　　・　水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管

・　その他

　※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VD）　　　・　水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管

・　水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE)　　　　　 　　　・水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管　　　・その他

※　業務用機器「第一種特定製品」のフロン類はフロン排出抑制法に従って処理すること。

・　家庭用機器（・　室外機にフロン回収後、取外し指定場所保管　　　・　本工事対象外）

・　吸収式冷温水機（・　産業廃棄物広域認定制度　　　・　産業廃棄物）

・　吸収式冷凍機の吸収液（・　産業廃棄物広域認定制度　　　・　産業廃棄物）

30

設計用標準水平震度

イ）機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

地域係数と、次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

25 支持金物、固定金具等 ポンプのアンカーボルト・ナット及びピット内等水気のある場所、屋外の機器・配管用の支持金物等は、

ステンレス鋼（SUS304）とする。土中支持もステンレス鋼（SUS304）とする。

ポンプの電動機の極数26 渦巻ポンプの電動機の極数は　（　・ ４Ｐ　　・ ２Ｐ）

ポ ン プ の 名 板

保　守　工　具28

27 水中ポンプの名板は監督員の指示により見やすい所に取付けのこと。

下記の保守点検に必要な工具一式を提出する。

・　ポンプ　　・　送風機　　・　吹出口　　・　桝　　　・　その他

参照　　　　　※　する　　　・　しない岡山市標準施工図29

※　管端防食継手　　　　　・　防食コア　　　　　　・　その他

・　蓋はＳＵＳ製鎖付とする。

※　給水管所有者に使用許可等の手続きを行うこと。

水道法に定める水質基準を満たすことのできる管、弁、継手を使用すること水質基準

給水管の使用許可

ライニング鋼管管端処理

散水栓ボックス

耐震対策設計

電　気　防　蝕 ※　なし　　　　　　・　あり（　・　流電陽極法　　　・　その他　）

耐震設計にあたり「内管耐震設計マニュアル(一般建築用)平成11年10月」「高層建築物用ガス設備

耐震設計・施工指針」の手引き昭和62年11月」いずれも社団法人日本ガス協会発行を参照する。

備考

ロ）埋設標示柱・埋設標示ピン（　※　要　　・　不要）

イ）埋設表示テープ　　※ 要（　※ 給水　　※ 消火　　※ ガス　・ 排水　・ 圧送管）　・ 不要

１　埋設配管の継手部周りの防蝕処置は、標準仕様書　第６編第2章

２　配管の吊り及び支持は絶縁処理を施す。

３　塗装仕上げにおいて仕様書以外で必要な箇所は明記する。

４　マグネシウム陽極の設置基準

　　都市ガス設備2.2.5よりガス事業者の承認する工法による。

耐震措置 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。また、機器、配管、風道などの

耐震対策のため、必要な計算書を監督員に提出する。ただし、重量1kN以下の軽量な機器については、

設備機器の製造者の指定する方法で確実に行えばよいものとする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築設備設計基準(令和３年版)

・　水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・HIVP）　　 ・　架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　・　ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管

・　その他

及び通気管並びに消火管は貫通する部分及び前後1,000mmをロックウール保温材にて保温を施

すか、建設省告示第1422号(平成12年)又は国土交通大臣認定の方法を適用すること。

※　水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（・SGP-VB　・SGP-VD）　　　・　水道用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(HPPE) ①　低圧埋設配管で溶接接合による100Ａ以上の鋼管部分の延長が3ｍ以上ある場合は、絶縁継手を

　取り付け、さらにマグネシウム陽極（犠牲陽極）を設置する。

・　温風乾燥機能　　・　擬音装置　　・　操作ボタン
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設置場所 機器種別

機　　器
上　層　階

屋上及び塔屋
防振設置機器 ２．０ ２．０ ２．０ １．５

１．０１．５１．５２．０水 槽 類

機　　器

防振設置機器 １．５

１．５ １．０ １．０ ０．６

１．０１．５１．５中　間　階

水 槽 類 １．５ １．０ １．０ ０．６

０．４０．６０．６１．０機　　器

地下・１階 防振設置機器

水 槽 類

１．０

１．５

１．０ １．０ ０．６

０．６１．０１．０

・　特定の施設 ・　一般の施設

・重要機器 ・一般機器 ・重要機器 ・一般機器

１．５ １．０１．５２．０

岡山県岡山市南区市場一丁目1番地

コンテナ置場

鉄骨造 １コンテナ置場 100.00㎡ １５項

コンテナ置場_岡山市建築設備工事(機械)仕様書

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

令和７年４月
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既存水産冷蔵庫棟

防火水槽

既存発電機
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高圧

高圧

Y2

Y1

X1 X2 X3

雨水排水設備平面図　　1/100

桝リスト

番号 名称 桝寸法 管底高(GL-) 地盤天(GL+) 桝深さ 桝蓋仕様 桝仕様

Ａ

Ｂ

Ｃ

雨水桝

雨水桝

雨水桝

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ桝

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ桝

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ桝

φ300

φ300

±0

±0

±0

Ｎ

コンテナ置場
(100.00㎡)

・・・既存アスファルト舗装の撤去・復旧範囲を示す。（建築工事）

＜凡例＞

φ300

ﾚｼﾞｺﾝ
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ﾚｼﾞｺﾝ

RD RD

R
D

100 100
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(7
.0

m
)

既設側溝へ接続
流出管底H400

460

460

500

310

310

350

Ｍ-０２
コンテナ置場_雨水排水設備平面図・桝リスト

Ｃ ＡＢ

φ300
ﾚｼﾞｺﾝ

Ｃ

φ300 φ300 φ300
ﾚｼﾞｺﾝ ﾚｼﾞｺﾝ ﾚｼﾞｺﾝ

Ｃ ＡＢ

460 500 460

排水勾配断面図　　1/100

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

令和７年４月
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勾配1/150

勾配1/150 勾配1/150

H.H

H.H

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

H.H

H.H

H.H【残置】

H.H【残置】

既存高圧幹線ｹｰﾌﾞﾙ有り※施工注意すること

既存高圧幹線ｹｰﾌﾞﾙ有り※施工注意すること

既存側溝

ハンドホール【新設】(電気設備工事)

既設側溝
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